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論文要旨 
 背臥位における骨盤の懸垂挙上は呼吸に有益かどうかを研究することを目的とし、25 名の男性健常人
において、デジタル超音波診断装置を使用した横隔膜変位および呼吸ガス分析装置とスパイロメーター
を用いた呼吸機能の研究を行った。その結果、骨盤挙上は、横隔膜を頭側に移動させ、さらに胸郭を拡
張させることにより、一回換気量を増加させ、呼吸数の減少および予備呼気量の減少を誘導したことが
明らかとなった。 
審査過程 
１． 横隔膜変位量計測のためのプローブの正確性・信頼性について適切な回答がなされた。 
２． 背臥位で骨盤懸垂挙上した際の肩甲帯および胸椎屈曲の呼吸機能への影響に関して適切な回答がな
された。 
３． 骨盤懸垂挙上と骨盤の下に台を置いた場合の呼吸機能への影響の違いに関して適切な回答がなされ
た。 
４． 横隔膜変位量と一回換気量の相関のグラフデータについて詳細な説明がなされた。 
５． 横隔膜の頭側移動による胸腔容積の減少の程度に関して適当な回答がなされた。 
６． 患者の呼吸のしやすさの自覚と呼吸リハビリの効果の相関性の有無について適切な回答がなされ
た。 
７． 骨盤懸垂挙上による横隔膜変位量の左右差に関して適切な回答がなされた。 
８． 慢性閉塞性肺疾患患者と健常人との横隔膜変位量の差に関して適切な回答がなされた。 
９． 骨盤懸垂挙上の肋骨挙上への影響に関して適切な回答がなされた。 
価値判定 
 本研究は、背臥位での骨盤懸垂挙上は、横隔膜の頭側への移動と胸郭の拡大をもたらし、深くゆっく
りとした呼吸のしやすさを誘導することを明らかにした。したがって、骨盤懸垂挙上法は、横隔膜機能
を改善する新たな方法として、慢性閉塞性肺疾患患者に対する呼吸リハビリテーションに応用できる可
能性をもたらすと考えられる。よって学位論文としての価値を認める。 
 
